
脳を守る

肺の動きをつくる

体を大きく動かすときに

中心になる

内臓や胎児
た い じ

を支える

関節

けん

曲げる

筋肉が縮む

筋肉がゆるむ

伸ばす
筋肉がゆるむ

筋肉が縮む

けん

骨格
こつかく

多くの骨が組み合わさったもの

①手足などの動かすところを 運動器官 という。

②骨を動かすために，骨のまわりにあるものを 筋肉 という。

③筋肉の両端が骨につながっているところを けん という。

④手足などを動かすときに，筋肉 のはたらきで 骨格 が曲がるところを 関節 という。

まわりのさまざまな状態を刺激としてうけとる体の部分を 感覚器官 という。

目 耳 鼻 舌 皮ふ

視覚
し か く

聴覚
ちようかく

嗅覚
きゆうかく

味覚
み か く

触覚
しよつかく

光 音 におい 味 圧力

感覚器官

感覚

刺激

こうさい：明るさによって

ひとみの大きさを変えレン

ズに入る光の量を調節する

網 膜：光の刺激を受けとる

細胞がある

もうまく

虹 彩
こう さい

レンズのふくらみを

変える筋肉

耳小骨
じしようこつ

：こ膜の振動をうずまき管

に伝え部分

うずまき管：音を感じる部分鼓 膜
こ ま く

：音によって振動する

神経

神経

レンズ：筋肉によってふくら

みを変え網膜
もうまく

の上にピントの

合った像を結ぶ

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

ナ ニ ヌ

ネ

ノ

タ

チ

ツ

テ ト

サ

シ

ス

セ

ソ

カ

キ

ク

ケ

コ

ア

イ

ウ

エ オ

マ

ミ

ム メ モ

ハ

ヒ

フ

ヘ

ホ

ヤ ユ

モ

けん

けん

ウ

ウ

関節

タ

ＮＯ１０ 運動のしくみと感覚器官


